
桜川市主要施策について

-ヤマザクラと市民の幸せが咲くまち 桜川を目指して-
-人口減少対策や複合施設建設などの市の取り組み-

令和5年１０月８日（日）

令和5年度 桜川市主要施策報告会



①さくらがわ人生応援プロジェクトについて

• 人口減少対策、定住の促進を目指し、「さくらがわ人生応援プロ
ジェクト」として、4月1日から各種事業をスタートしています
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• 若者支援として、通勤支援、奨学金返済支援、結婚お祝い金事業
などを準備

• さらに子育て支援として、子育て３step応援金や多子世帯の経済
的負担軽減のため学校給食を免除といったメニューを用意
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①さくらがわ人生応援プロジェクトについて



• このほか、住宅支援や移住支援により、人口減少に歯止めをかけ
ていきます

• また、高齢者支援も充実し、敬老祝い金、高齢者あんしん通報シス
テムを充実するとともに、１０月から配食サービスを開始
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①さくらがわ人生応援プロジェクトについて



• 「子育て3step応援金」（誕生、小学校、中学校各１０万円）は、近
隣市より手厚く、手続きもオンラインで、子育て世代に好評

• 手厚くした住宅支援補助も、現在、前年度の同時期を上回るペー
スで申請があり、好調な滑り出し。

• ４月にリニューアルした移住定住サイト「桜楽暮（さくらぐらし）」は
アクセス数も増加し、問い合わせも増加傾向となっている。
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①さくらがわ人生応援プロジェクトについて
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• （仮称）上曽トンネルが貫通したことを受け、「貫通石」＊を出産予
定の桜川市民に９月下旬から岩瀬庁舎健康推進課で配布。

• 市民と新たな市民の人生を応援。
• 今後は、市内の受験生にも配布を行う予定。

①さくらがわ人生応援プロジェクトについて

昔、神功皇后が、戦いの時に洞窟を掘って敵の
背後から攻め込んで勝利を収め、その記念に貫通
点の石を持ち帰り、自らのお産の時にその石を枕元
においたところ、とても楽に男の子（応神天皇）を出
産することができました。
以来、トンネル貫通点の石を安産の御守りにする
ならわしが始まったといわれています。
また、近年では受験生が「難関突破。初志貫
徹」の意味から、合格祈願の守護石として重宝さ
れています。

貫通石について

配布開始にあたり記者発表を実施。
茨城新聞、東京新聞において記事が掲載
された。



②健康で共生のまちづくりについて

• 筑西・桜川地域において２次救急医療までを完結できる医療提供
体制を目指し、3病院を再編統合し、2病院での体制を構築した

桜川市の対応 「さくらがわ地域医療センター」
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②健康で共生のまちづくりについて

•筑西・桜川地域において、「急性期中心の入院治療」、「２次救急や
重症患者」を受け入れる西部メディカルセンターと「回復期・維持期
中心の入院診療」、「１次救急や軽症患者」を受け入れるさくらがわ
地域医療センターという機能・役割の分担をおこなっている。

地域医療においての役割 「さくらがわ地域医療センター」
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②健康で共生のまちづくりについて

• 受診割合（外来・入院）は、市民の利用が80％を超えている※１

• 再編前後の一般会計繰出金は平均で約2億円減少※２

• 地域医療体制を確保するため経営強化プラン(R5.3)を策定

現在の状況 「さくらがわ地域医療センター」
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市の病院会計への繰出金等の推移

一般会計繰出金 うち普通交付税算入相当分 うち一般財源

年度 Ｒ２ Ｒ３

延べ入院患者数 34,363人 33,736人

うち桜川市民
27,928人
（81.3％）

27,239人
（80.7％）

延べ外来患者数 59,432人 66,500人

うち桜川市民
49,643人
（83.5％）

55,326人
（83.2％）

※１さくらがわ地域医療センターの入院
患者・外来患者数における市民の割合

※２
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※１さくらがわ地域医療センター経営強化プランより ※H29までは県西総合病院への繰出金
R1以降はさくらがわ地域医療センターへの繰出金

単位：百万円



③ヤマザクラの保全について
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「桜川市第２次総合計画」
【まちの将来像】「ヤマザクラと市民の幸せが咲くまち 桜川」

高峯

磯部桜川公園

「ヤマザクラ55万本の里 桜川」



③ヤマザクラの保全について

2019年2月に「桜川市ヤマザクラ保全活用計画」を策定。
市の最上位計画である「桜川市第２次総合計画」のもと、 2028年
までの10年間、ヤマザクラの里の再生に関する基本理念、基本方針、
実施計画を示した。

これまでの経緯 「桜川市ヤマザクラ保全活用計画」の策定
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【基本理念】
日本を代表するヤマザクラの里の再生
～地域資源である里山やヤマザクラを再生し、その価値を高め、広く伝えることで、
「日本一のヤマザクラの里」の景観と自然環境を創出する～

【基本方針】
Ⅰ.名勝・天然記念物のサクラの保全
Ⅱ.里山の保全
Ⅲ.人材の育成

以上の３つを柱に、ヤマザクラと自然環境の保全を
通して地域の課題解決につなげ、持続可能な
桜川の暮らしを実現する



③ヤマザクラの保全について

【磯部桜川公園樹木地土壌調査業務】
衰退する名勝指定地内の樹木周辺の土壌を改良し、樹勢の回復に
取り組む
→令和元年より事業を開始し、天然記念物に指定されている山桜の
土壌改良を４年間で計52本実施した

Ⅰ.名勝・天然記念物のサクラの保全
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課題

名勝指定から100年経過しており、樹勢の衰えは顕著
→後継樹の育成・植樹をしていきながら、名勝の名に恥じない景観
の保全に努める

桜川市の対応



③ヤマザクラの保全について

【磯部桜川公園樹木地土壌調査業務】

Ⅰ.名勝・天然記念物のサクラの保全
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桜川市の対応

【土壌改良作業のようす①↑】
直径６cm深さ６０cmの穴を掘り、
有機肥料などを混合し土を埋め戻す

【土壌改良作業のようす②↓】
幅５０cm深さ５０cm長さ約１ｍの穴を掘
り、有機肥料などを混合し土を埋め戻す



③ヤマザクラの保全について

【桜の里づくり支援事業】
地域資源であるヤマザクラが自生する里山等を保全する団体に対し、
活動助成金や刈り払い機の替刃など消耗品を支給する事業
→平成29年度より事業を開始し、令和４年度は１４団体に対し支援
を行った

Ⅱ.里山の保全
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課題

自生するヤマザクラを保全していくためには、里山全体の環境整備
が不可欠
→各保全団体と連携を図りながら、市内の里山全体の環境を整備
していくとともに、地域住民の里山保全への関心を高めていくよう
努める

桜川市の対応



③ヤマザクラの保全について

【桜の里づくり支援事業】

Ⅱ.里山の保全
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桜川市の対応

【支援団体の活動のようす①↑】

【支援団体の活動のようす②↓】



③ヤマザクラの保全について

【人材育成事業】
桜の保全に関わる人材を育成することを目的に、令和３年度より「桜
守養成講座」を開講、一般社団法人櫻川保勝会へ業務を委託
令和３年度 初級修了１０名
令和４年度 初級修了13名、中級修了８名

Ⅲ.人材の育成
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課題

10年、20年と継続的な保全活動を行う人材の育成・確保が課題
→環境教育、啓発発動を行いながら、地域住民の里山保全への関心
を高めていくよう努める

桜川市の対応



③ヤマザクラの保全について

【人材育成事業】

Ⅲ.人材の育成
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桜川市の対応

【講座のようす①↑】

【講座のようす②↓】



③ヤマザクラの保全について

全国の桜の名所をもつ自治体で毎年開催されているシンポジウムで、
2024年は桜川市で開催される
2024年は名勝「櫻川」指定100周年、天然記念物「桜川のサクラ」
指定50周年の記念すべき年でもある

「2024全国さくらシンポジウムin桜川」
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今後の予定

開 催 日：令和６年４月４日、５日（木、金）
内 容：■１日目（午後から）

桜の保全や活用などをテーマとしたシンポジウム
■２日目（午前から）
現地見学会

会 場：桜川市大和ふれあいセンター「シトラス」 ほか
参加募集：令和６年１月中旬ごろから募集を開始

市の広報紙やホームページ、募集チラシなどで周知する

現在の決定事項



④（仮称）上曽トンネルの開通に向けて
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• 上曽峠は幅員が狭く冬季には路面凍結等により通行止めが発生
• 地域住民の請願を受け、安全性の確保、利便性の向上を目指し、
桜川市・石岡市が共同で事業に着手

これまでの経緯 「（仮称）上曽トンネル整備事業」

上曽峠の状況 上曽峠の状況
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• 地域住民の要請などを踏まえ、桜川市議会では平成28年第2回
定例会において上曽トンネルの早期完成を求める決議が可決

• 令和２年度よりトンネル部の工事に着手（県へ委託）
• 令和5年5月に貫通し、令和7年度の開通を目指している

桜川市の対応 「（仮称）上曽トンネル整備事業」

令和5年5月9日

④（仮称）上曽トンネルの開通に向けて
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• 周辺地域の魅力を高め、地域の活性化を図るために、上曽トンネ
ル周辺地域活性化基本構想を策定（令和5年3月）

• 今後は開通に向け、市民参画で構想の実現を目指していく

現在の状況 「（仮称）上曽トンネル整備事業」

イラスト
を張る作

成中

④（仮称）上曽トンネルの開通に向けて

里山の景観
・ヤマザクラ
・棚 田

町並み活用
・空き店舗
・おもてなし

活力ある
地域づくり



⑤学校の統合について

• 桜川市の出生数は年々減少傾向となり、多くの学校で一学年1ク
ラスとなっている

• 一部の学校では、さらなる児童数の減少により複式学級が想定さ
れています

こまでの経緯 「学校再編の背景」
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出生数の推移
複式学級の発生が想定
される学校

小学校名
複式学級が

想定される年度

南飯田小学校 令和9年度

谷貝小学校 令和8年度

雨引小学校 令和11年度

樺穂小学校 令和12年度

（年度）



⑤学校の統合について

• 少子化に伴い、小中学校の再編統合を推進
• 真壁小・紫尾小学校区で８割を超える署名をいただき、平成30年
に県西地域初の小中一貫教育を行う義務教育学校「桃山学園」
を開校

これまでの経緯 「桃山学園の開校」

年月 経過

平成27年1月 真壁小、紫尾小の早期統
合に関する要望書受領

平成27年9月 桃山中学校区統合準備委
員会設置

平成30年4月 桃山学園の開校
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⑤学校の統合について
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桜川市の対応 「統合の方針」（地区別の方針）

真壁地区全体を、ひとつの義務教育学校にまとめます。谷貝小学校は、令和８年度に２～３年生が複式学級に

なると想定されています。また、樺穂小学校も令和12 年度に複式学級になる見込みです。

そのため、可能な限り早期に、桃山学園と桜川中学校区の統合を行います。

桃山学園＋桜川中学校区（桜川中学校＋谷貝小学校＋樺穂小学校）

真壁地区の統合方針

岩瀬東中学校と岩瀬西中学校を統合し、新義務教育学校（小中一貫教育校）、又は新中学校を岩瀬総合体育館

「ラスカ」周辺に設立。小学校は、既存の中学校校舎の活用を含めて検討します。

なお、検討にあたり新たな義務教育学校の設立や、現在の中学校校舎の利用など、市民の皆さまと十分に協議

を進めていきます。

岩瀬東中学校＋岩瀬西中学校 ⇒ 新たな義務教育学校または中学校

岩瀬地区の統合方針（今後10 年程度の構想）

現在、人口減少対策として桜川筑西ＩＣ周辺地区のまちづくりを進めており、住宅地の分譲が行われます。

市では、これらの進捗状況により、当該地区と現在の大和中学校区を含めた統合を検討していきます。

なお、検討にあたり新義務教育学校（小中一貫教育校）の設立や、現在の大和中学校の利用など、市民の

皆さまと十分に協議を進めていきます。

※ 大和地区の統合方針は、急激な出生数の減少や桜川筑西IC 周辺地区のまちづくりの進捗状況から、第２次桜川市小中学校適

正配置基本計画の基本的な統合案から変更し、将来に向けての構想としています。

大和地区の統合方針（今後10 年程度の構想）



⑥学びの拠点、図書館を含む複合施設の建設について

• 桜川市には合併前の市町の3か所に分散し図書室等が設置され
ていたものの、人口規模にあった蔵書数には及ばない

• このため、全国で５市しかない「図書館を持たない市」の一つであ
り、市民の期待に十分に応えられない状況

これまでの経緯 「図書館を含む複合施設建設」

図書室

図書室等 蔵書数

真壁図書館 38,023 冊

旧岩瀬公民館 16,230 冊

大和中央公民館 12,152 冊

（令和4年度末時点）

※参考：人口規模を勘案した必要な蔵書
数は約18万冊（図書館協会の推奨数）
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• 市民からの請願や市議会の文教厚生常任委員会での採択を踏ま
え、市では令和2年12月に基本構想を策定

• 岩瀬中央公民館の改築の必要性が表面化したことを受け、図書館
と公民館という２つの生涯学習施設を合わせることによる高機能
化・コスト縮減を図る

• さらに新庁舎建設に伴い岩瀬の支所機能を統合し複合施設とした

桜川市の対応 「図書館を含む複合施設建設」

年月 内容

平成29年8月 桜川市議会に「図書館建設に関する請願書」が提出される

平成29年11月 文教厚生常任委員会にて趣旨採択

平成29年12月 市議会議員から図書館建設に対して一般質問で要望

令和2年12月 「桜川市新図書館建設基本構想」策定

令和4年3月 基本設計完了

令和5年3月 令和5年第1回定例議会において承認を得て建設工事請負契約
締結

25

⑥学びの拠点、図書館を含む複合施設の建設について



• 4月下旬に施工者主催の安全祈願祭を実施し、工事に着手
• 令和６年夏頃の工事を完成させ、令和６年１１月の図書館の開館
を目指し、運営を行う指定管理者選定等の準備を進めている

現在の状況 「図書館を含む複合施設建設」
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⑥学びの拠点、図書館を含む複合施設の建設について

一般開架閲覧室

多様な活動が可能な
1Ｆ「ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾊﾌﾞ」

・書架の配置。どこか
らも本が見えるよう
な、楽しい配置

・書架間の閲覧スペー
ス

・壁側を高書架、窓側
はオープンな書架と
して閲覧環境を創出

・ブラウジング
・セルフカフェによる
飲食可能なスペース

・講演会、サークル活
動

・コワーキング
・地域の食に関連した
イベント



• 4月下旬に施工者主催の安全祈願祭を実施し、工事に着手
• 令和６年夏頃の工事を完成させ、令和６年１１月の図書館の開館
を目指し、運営を行う指定管理者選定等の準備を進めている

現在の状況 「図書館を含む複合施設建設」
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⑥学びの拠点、図書館を含む複合施設の建設について

令和5年8月現在 基礎工事



• ９月末に指定管理候補者を公募し、候補者（案）を選定
• １２月に市議会の議決を経て、指定管理者として決定する予定

現在の状況 「図書館を含む複合施設建設」
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⑥学びの拠点、図書館を含む複合施設の建設について

◎ 運営経験豊富な事業者に運営管理を委託し、充実したサービスを提供

① ICT機器の活用による先進的な公民館・図書館運営

② キッズスペースや託児サービスの展開による子育て世代が集う場の創出

③ 事業者のノウハウを活かした自主事業の展開 など



• ９月末実施の指定管理者公募にて、開館に向けた準備計画の提
案を求めた

• 令和６年度１１月頃の開館に向けて必要となる様々な準備業務を
指定管理候補者と検討・決定していく

現在の状況 「図書館を含む複合施設建設」
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⑥学びの拠点、図書館を含む複合施設の建設について

・開館時蔵書数約８万冊のうち、新規調達分約５万冊の選書、旧公民館の蔵書

約３万冊の移転、蔵書の配架など、蔵書の準備に関すること

・運営スタッフの募集や研修等、人員配置に関すること

・運営に必要な備品等の選定、指定管理者の提案内容実現のため必要となる

機材など、物品・機材の導入に関すること

・図書館運営に関する様々なルール作り など



⑦防災対策について

• 災害の発生が予想、もしくは災害が発生した場合、迅速且つ的確
な対応がとれるよう訓練をはじめとした各種事業を行っている。

「地域防災対策事業」

30

令和５年台風2号・梅雨前線に伴う大雨令和元年台風19号

（冠水被害：羽田地区）

(災害対策本部の状況)

(倒木被害：磯部地区)

これまでの経緯



⑦防災対策について

• 「地区防災組織による避難訓練の推進」や「防災意識の向上を目
的とした防災出前授業」を行っている。

• 大和地区と真壁地区の「洪水ハザードマップ」作成した。岩瀬地区
については、県に早期の調査と区域指定を要望しており、早期の
作成を目指している。

「地域防災対策事業」

31

桜川市の対応

地区防災組織避難訓練 防災出前授業

防災ボランティア育成 消防団による訓練

今後の予定



⑧新庁舎建設について

• 災害対策本部が設置される県内自治体の庁舎では、唯一、耐震対
策が行われていない（大子町、下妻市は新庁舎建設で解消）

• 市庁舎は防災対策の要となることから、市民の安全・安心を確保
するうえでも早期の解決が望まれている

庁舎の課題 「桜川市新庁舎建設事業」

平成28年の熊本地震で被災し、使用ができなくなっ
た宇土市役所（消防庁資料より）

宇土市の災害対策本部は屋外のテントに設置（消防庁資料よ
り）

32



⑧新庁舎建設について

• 岩瀬、大和、真壁庁舎は耐用年数を超過している建物が多く、耐震
基準も満たしていない

庁舎の課題 「桜川市新庁舎建設事業」

更新対象施設名称 棟名称 建築年
経過年数
耐用年数
超過

耐震性能
基準0.6以上
庁舎0.9以上

桜川市役所岩瀬庁舎
第１庁舎 S36 62年目 0.47

第２庁舎 S55 43年目 0.75 

桜川市役所大和庁舎

東庁舎 H5 30年目 新耐震基準

西庁舎 S47 51年目 0.44

車庫1 S46 52年目 -

車庫兼物置3 S47 51年目 -

車庫B棟 S46 52年目 -

車庫 H4 31年目 -

桜川市役所真壁庁舎
庁舎 S49 49年目 0.50

車庫 S49 49年目 -
33



⑧新庁舎建設について

• 大和、真壁、岩瀬庁舎はいずれも施設の老朽化が進行し、バリアフ
リーにも未対応であり、市民サービスの利便性が低い

庁舎の課題 「桜川市新庁舎建設事業」

出入口柱の老朽化ひび割れ 雨漏りによる天井雨染み
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⑧新庁舎建設について

• 大和、真壁、岩瀬庁舎はいずれも施設の老朽化が進行し、バリアフ
リーにも未対応であり、市民サービスの利便性が低い

庁舎の課題 「桜川市新庁舎建設事業」

梁に著しいクラック・浮き 梁の欠損箇所、錆び汁

35



⑧新庁舎建設について

• 大和、真壁、岩瀬庁舎はいずれも施設の老朽化が進行し、バリアフ
リーにも未対応であり、市民サービスの利便性が低い

庁舎の課題 「桜川市新庁舎建設事業」

上階への移動手段の階段

エレベーターの未設置
狭い待合スペース

36



⑧新庁舎建設について

• 新庁舎の建設方針を具体化するため平成29年度に市議会及び
各種団体等の代表者を委員とした委員会を設置

• 構想策定の重要な５項目について諮問し、平成30年9月に「桜川
市新庁舎建設検討に係る諮問事項に対する答申」を受けた

• この答申に沿って、計画・設計を進めている

桜川市の対応 「桜川市新庁舎建設事業」

年 月 検討事項等

平成29年30年 桜川市新庁舎建設検討委員会(全6回)

平成31年2月 「桜川市新庁舎建設基本構想」策定

令和3年11月 「桜川市新庁舎建設基本計画」策定

令和5年2月 「桜川市新庁舎基本設計」完了

令和5年2月～ 「桜川市新庁舎実施設計」 実施中

37



⑧新庁舎建設について

• 公共施設の更新に伴う財政負担の軽減や、効率化・平準化を目的
として、令和３年度に「桜川市公共施設個別施設計画」を策定

• 68施設に及ぶ今後30年間の施設更新費用について、耐震性能
や利用状況から総合的にシミュレーションし、施設の集約化や計画
的な保全により将来負担の縮減を図る

桜川市の対応 「桜川市新庁舎建設事業」

防災拠点として機能

• 健全な庁舎により頻発する激甚災害対策の充実を図る

市民サービスの向上

• ＤＸを活用した書かないワンストップ窓口

• 市民協働スペース

将来の財政負担軽減

• 省エネルギー設備による維持管理コストの軽減

• 合併特例債を活用して将来の財政負担を軽減

• →30.1億円の交付税措置 期限：令和９年度まで残り僅か

整備の必要性

庁舎の検証結果
は、新庁舎建設
により、老朽化や
分庁方式の非効
率が解消され、
維持管理費が軽
減される。
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⑧新庁舎建設について

• 建設費の軽減対策
例１．面積の削減 →既存東庁舎利用、書庫/議会エリア/会議室

打合せスペース/執務環境の効率化

桜川市の対応 「桜川市新庁舎建設事業」

市町村 職員数
職員１人あ
たりの面積

竣工年

茨城県内（8市平均） 225人～1298人 30.28㎡/人 ※① H28～R5

桜川市 368人 25.44㎡/人 －

●茨城県内の庁舎と、新庁舎との面積比較

●面積の削減効果

項目 面積 備考

※① 茨城県内平均面積
×桜川市職員数

11,145㎡ ①30.28㎡/人×368人

実施設計時 9,363㎡ 新庁舎+東庁舎+渡り廊下

平均との差 9,363㎡ - 11,145㎡ ＝ ▲1,782㎡
39



⑧新庁舎建設について

• 現在、新庁舎建設に先立ち、第５駐車場の整備に着手
• 新庁舎の実施設計を11月めどに完了し、年内に建設工事の発注
手続きを開始、令和７年１2月の完成を目指す予定である

• 真壁支所（新設）についても設計に着手

現在の状況 「桜川市新庁舎建設事業」

新庁舎のイメージ

新庁舎の開庁
スケジュール

令和８年１月
・新庁舎（新設）

令和８年１月
・真壁支所（新設）

令和８年１月
・岩瀬支所（建設中）
※図書館は先行して開館

＊スケジュールは、現時点のものであり、
変更となる場合があります。
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⑨桜川筑西ＩＣ周辺地区の開発について
これまでの経緯 「桜川筑西ＩＣ周辺地区における都市拠点の形成」

まちづくり方針

ⅰ）病院を核に、地域資源を活用し、ここでしか体験
することのできない多様なサービス事業を提供

ⅱ）多世代交流の仕掛けとなるスポーツ･健康･運動･
介護･子育て･教育･住宅などの機能を構築

ⅲ）まちの機能をストレスなく利用するための多様な
交通機能の導入と歩行者優先のまちづくり

• 桜川筑西インターチェンジ周辺に新たな都市拠点を形成し、市全
体の活性化を図るため、魅力あるまちづくりを推進する。

年 月 主な経緯

平成２０年４月 北関東自動車道 桜川筑西インターチェンジ開通

平成２１年３月 桜川筑西インターチェンジ周辺都市整備構想策定

平成２５年６月 桜川筑西インターチェンジ周辺地区整備計画策定

平成２８年３月 住民代表を交えた検討委員会がまちづくり方針及び土地利用構想図（下）決定

平成３０年10月 さくらがわ地域医療センター開院

令和 ２年１０月 地区内幹線道路開通

令和 ４年 ７月 大和駅北公園遊具広場オープン

41



⑨桜川筑西ＩＣ周辺地区の開発について

42

• 地区内では、新市立病院「さくらがわ地域医療センター」の整備を
はじめ、道路、公園等のインフラ整備が進められている。

桜川市の対応 「都市施設の計画的かつ段階的な整備」

公
園
整
備
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場
）
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園
整
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⑨桜川筑西ＩＣ周辺地区の開発について
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現在の状況 「業務代行方式による住宅地造成事業の実施」

• 住宅地造成事業（第1工区）については、今年５月に土地開発公
社が民間の業務代行者と契約を締結し、現在、造成販売中。

• その他の未整備区域についても、市と土地開発業者が連携し、企
業誘致等の取組を進めていく。

桜川筑西ＩＣ周辺地区開発整備事業
開発区域図

大和駅北公園

市立病院「さくらがわ地域医療センター」

JR大和駅

桜川筑西 IC

住宅地造成エリア全景

JR大和駅

至 桜川筑西IC



⑨桜川筑西ＩＣ周辺地区の開発について
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現在の状況 「分譲住宅地（第１工区）の販売状況」

• 分譲住宅地（第１工区）３４区画のうち、２７区画を自己用住宅用
地、７区画を店舗・アパート用地として販売中。

• 自己用住宅用地２７区画については、今年９月１０日（日）に抽選
会を開催し、計１１区画が売約済。

• 店舗・アパート用地については、プロポーザルの実施に向けて応
募者と調整中。

R5.9.20撮影



⑨桜川筑西ＩＣ周辺地区の開発について
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• 長方地区準工業地域内における企業誘致に当たり、今年８月４日
付で民間の開発事業者と商業施設開発の推進に関する包括連携
協定を締結しました。

• 協定者は、市、開発事業者「日計商事株式会社」及び「（仮称）桜
川ショッピングセンター出店テナント連絡調整会議」代表「株式会
社ベイシア」の３者です。

• この協定では、商業施設開発による地域振興及び経済波及効果
の最大化を図るため、相互に連携・協力することを定めています。

現在の状況 「官民包括連携協定による商業施設誘致」

商業施設イメージ

協
定
者
と
そ
の
関
係
者
の
皆
様



⑩市の財政状況、ふるさと納税の取り組みについて

46

実質赤字比率 連結実質赤字比率
実質公債費
比率※１

将来
負担比率※２

桜川市
（令和4年度）

なし なし 7.7 31.7

早期健全化基準
（イエローカード）

13.08 18.08 25.0 350.0 

財政再生基準
（レッドカード）

20.0 30.0 35.0 ―

●※１：実質公債費比率 一般会計・特別会計・公営企業会計のほか一部事務組合などが負担する元利償還金を市の「標準財政規模（※３）」
で除した割合
●※２：将来負担比率 一般会計が将来負担すべき 実質的な負債の標準財政規模（※３）に対する割合
(※３)標準財政規模：地方自治体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的な一般財源の規模

• 「財政健全化判断比率」の４つの指標は基準をすべて下回ってお
り、健全な状況です。



⑩市の財政状況、ふるさと納税の取り組みについて
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• 「実質公債費比率」で、２５％を超えると財政健全化団体、３５％を
超えると財政再生団体になります→（７．7％）

• 「将来負担比率」は、３５０％を超えると「財政健全化団体」になり
ます。（破綻した自治体は１，０００％を超過）→（31.7％）
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桜川市の実質公債費比率・将来負担比率の推移
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⑩市の財政状況、ふるさと納税の取り組みについて

• 令和4年度時点で、基金総額は平成25年度の２倍となる10２億
円となっている。今後は公共施設の整備等に活用していく。
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（単位：百万円）

桜川市一般会計基金残高の推移

財政調整基金 減債基金 その他の基金

92億4400万円

72億8,000万円

75億7,500万円

74億2,400万円

66億800万円
60億9,700万円

60億7,300万円
55億4,500万円

50億6,800万円

102億5,200万円



⑩市の財政状況、ふるさと納税の取り組みについて

• ふるさと納税の寄付金の増収に向け、取り組みを強化した結果、
令和4年度は対前年比５倍となる、1億４千万の寄付をうけた

• 令和5年度は取り組みをさらに進め、寄付額3億円を目指す
• 返礼品の開発にあたっては、地域商社クラセルと連携
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